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東日本大震災後の災害精神医学の課題と展望
Problems and Perspectives in Disaster Psychiatry Following the Great East Japan Earthquake
富　　田　　博　　秋
東北大学災害科学国際研究所　災害精神医学分野
東北大学は東日本大震災からの復興と巨大災害の被
害軽減に向けた実践的な防災と災害対応に対する科学
の礎を築くことを目指して人文科学，社会科学，自然
科学に跨る 7部門 36分野からなる災害科学国際研究
所を平成 24年 4月に新設し，災害精神医学分野はそ
の中で災害に関する精神医学，心理社会的側面に関わ
る諸問題への取組みを行う分野として設置された．災
害は被災した人の心身に長期間に及ぶ影響を及ぼすこ
とが知られ，被災地域の精神医学的，心理・社会的諸
問題の改善にむけて取り組むべき課題は多い．一方，
想定される巨大災害にも備え，より有効に災害に備え
る体制の整備，災害精神医学に関する知識の集積，普
及や教育の体制を整備していく必要がある．災害精神
医学分野が学際連携を行いながら，基礎医学，臨床医
学，社会医学や心理学・情報科学・防災学など関連す
る学問分野の多角的な研究手法を用いて取り組んでい
る課題について以下に概説を行う．
1.　被災地域のメンタルヘルスの実情把握と 
その向上に向けた取り組み
当分野では震災発生後早期から継続して行っている
宮城県沿岸部の被災地域のメンタルヘルス支援とし
て，仮設住宅への訪問や自治体に寄せられる相談の要
請への対応，普及啓発，コミュニティ連携の促進への
取り組みに加えて，被災者健康調査を行っている．健
康調査の結果は自治体の保健担当者と共有し，共に町
民の健康増進に取り組む上での検討を行うとともに，
町報への健康コラムを掲載，仮設住宅での懇談会，個
別の調査結果のフィードバックとアドバイスの提供を
行っている．また，健康調査で心的外傷後ストレス反
応や抑うつ傾向の強かった回答者全員に町との健康支
援活動の一環として，電話で生活の様子を伺い，必要
があれば心理相談の継続，面談，医療機関への紹介等
を行っている．地域の精神保健資源間の連携を強化し
ながら普及啓発活動，相談活動，健康調査を継続して
いくことで，サポートの必要な人を精神医療保健機関
に繋げていくことが可能と期待される．並行して，こ
れらの調査結果から，被災者を取り巻く環境や対応の
あり方の諸要因が健康状態に影響を及ぼす影響を解析
し，今後に支援に有用な情報の抽出を進めている．
2.　被災地域医療における 
メンタルヘルスケア連携
平常から軽症うつ病罹患者の大半は精神科以外の診
療科を最初に訪れ，一般診療科を受診する患者は少な
からずの割合で抑うつ状態にあることが知られている
が，被災地域で心的外傷後ストレス反応，抑うつ傾向
を呈する人の頻度が増えていることは，被災地域の一
般診療科の医師がこころの問題に対処する機会が増え
ていることを意味している．このような状況を踏まえ，
一般医のメンタルヘルス診療技術や精神科との連携の
向上を図り，総合地域医療教育支援部や宮城地域医療
支援寄附講座と連携して，東北大学病院や被災地域の
医療機関でのコンサルテーション活動を行っている．
3.　メンタルヘルスの観点からの 
次の災害への準備
東日本大震災発災後，多くの精神医療保健関係者や
こころのケアチームが被災地のメンタルヘルスに関す
る取り組みを行ったが，多くの支援者は事前の教育・
訓練などの準備なく現地に入り，有効に活動や連携が
行えないもどかしさを感じる場面が少なからずみられ
た．また，今回の災害は多くの精神医療機関や精神保
健にかかる自治体や各種機関の機能を麻痺させ，医療
情報や支援に必要な情報の収集・整理・共有，患者移
送，医薬品・物資の配給などの面で多くの困難や課題
を引き起こした．この経験を踏まえ，厚生労働省は被
災地メンタルヘルス支援をより有効なものにすること
を図り，災害派遣精神医療チーム（DPAT）の制度を
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発足させた．また，日本精神神経学会災害支援委員会
や集団災害医学会などでも次の災害への備えの検討を
行っている．当分野では，上記をはじめとする災害対
応の体制整備の動きと密に連携し，東日本大震災に関
する知見を集積・分析して，その知見，教訓を体制整
備に反映させていくことを目指して取り組んでいる．
4.　精神医療保健機関の防災体制の見直し
東日本大震災では宮城県の精神科医療機関も地震・
津波のよる大きな被害を受け，また，福島県の精神科
医療機関は地震・津波被害に加え，その後におきた原
子力発電所の事故により今なお甚大な影響を被ったま
まである．東日本大震災が被災地域の精神科医療機関
に及ぼした影響とそこからの復旧・復興のプロセスを
評価・分析し，今後の災害への備えに活かしていくこ
とは重要な課題である．当分野では災害科学国際研究
所の防災の専門家や日本精神科病院協会と共同で被災
県下の精神科医療機関を対象に各医療機関の事前の災
害への備えと災害が精神科医療機関の施設，医薬品，
物資，職員，精神疾患罹患者の診療体制に及ぼした影
響に関する調査を行い，これらの情報を分析して精神
科医療機関の今後の災害への備えに有用な情報の抽出
を行い，全国の精神科医療機関に向け情報提供を行う
ことに取り組んでいる．
5.　災害時メンタルヘルス支援の国際協力
他国の被災経験から得られた教訓やどのような災害
対応・防災の体制をとっているかを知ることは，自国
の体制を見直す上で有益なことが多い．また，国間で
支援や研究面で連携できることもあり，また，災害に
関する情報を共通のフォーマットで集積することで普
遍的な知見を抽出する体制を作ることも有益と考えら
れる．言語や文化が異なる他国での心理社会面の支援
には困難なことが多いが，現地の資源と連携して支援
できる体制や知見を蓄積していくことが望ましい．こ
のような観点から当分野では，他国の災害精神医学関
係者との交流・連携に取り組んでおり，これまでに，
米国，英国，スェーデン，オーストラリア，フィリピ
ン等の研究者と交流を行った．殊に，第 3回国連防災
世界会議が平成 27年 3月に仙台市で開催されるのを
機に，防災分野の国際的な枠組みである「兵庫行動枠
組 2005─ 2015（HFA）」の進捗状況の確認とその次
の行動枠組み（HFA2）の在り方に関しての検討を行
うことは IRIDeSの重要課題であり，災害対応・防災
に関する心理社会的な要因の検討を他国と共同で進め
ている．
6.　災害関連精神疾患の病態メカニズムへの 
アプローチ
災害ストレスが PTSD，気分障害，不安障害，物質
依存に及ぼしている影響については，問診票スクリー
ニング調査に基づく報告は多くなされているが，今後，
詳細な臨床評価に基づくより正確な実態の把握を進め
る必要があり，先進国における未曾有の大災害である
東日本大震災の被災地において取り組むべき重要課題
と考えられる．特に，心的外傷後ストレス反応や各種
ストレスは脳画像や交感神経系，視床下部・下垂体・
皮質副腎皮質系，免疫系の変化などの身体的な所見に
影響が及ぶことが知られている．これらの客観的な指
標を用いて，心的外傷後ストレス反応や災害関連のス
トレスが現時点でどのような影響を心身に呈している
かを評価し，今後どのように転じるかを予測する手法
を確立することは有用と思われる．当分野では末梢血
から特定の免疫細胞を単離して網羅的遺伝子発現解析
を行う技法を開発しており，また，唾液検体中の免疫
細胞の網羅的遺伝子発現解析も行っている．被災地に
おける災害ストレス関連精神疾患の詳細な臨床評価に
基づく正確な実態の把握を進めるとともに，自律神経
系，HPA系の詳細評価と免疫細胞の分子遺伝学的解
析技術を駆使して得られる情報を統合することで，災
害ストレス関連疾患の実態把握と生物学的基盤の解明
が大幅に進むことが期待される．また，精神疾患やス
トレスに関するモデル動物を用いた基礎研究により疾
患メカニズムを解明することにも取り組んでおり，基
礎研究と臨床研究を統合することで疾患の本態の理解
や有効な治療法，支援法の確立を目指している．
7.　災害精神医学の確立・普及
今後起こることが想定される東京の首都直下地震，
南海トラフにおける巨大地震などが想定され，このよ
うな巨大災害にも備えていかなければならない．災害
への備えはいつおきても対応できるように平常からの
備えが重要である．今後，災害対応に有用な知見を集
積するべく災害精神医学研究を推進するとともに，災
害精神医学に関する知識の普及や教育の体制を整備
し，災害精神医学という学問領域を確立させることを
目指して取り組みを行いたい．
